
においスティック(OSIT-J)

嗅覚同定能力検査キット
Odor Stick Identification Test for Japanese

においスティック（OSIT-J）は独立行政法人産業技術総合研究所が、
高砂香料工業株式会社、独立行政法人製品評価技術基盤機構の
協力を得て開発し、財団法人新技術開発財団の助成を受け製品化
したものです。

無臭スティック １本 ほとんどにおいが分からない被検者に用います

においスティック １２本 におい提示器具です。１００回（人）に使用できます

選択肢カード １２枚
正解を含む４つのにおい名と
「わからない」「無臭」が書かれています

回答用紙 １冊 １５０枚（１枚に１２臭の結果を記入します）

薬包紙 ３束 １５００枚（５００枚×３束）

１セット ６０，０００円（税別）
※回答用紙・薬包紙の単品販売は行っておりません。



特 長
◆日本人に馴染みのある１２種のにおいで構成されています
◆においが周囲に拡散せず、ベッドサイドでも実施可能です
◆検査時間は１０分弱と簡便です
◆測定結果がすぐにわかります
◆冷蔵保存で製造月から１８ヶ月有効です
◆１セットで１００回（人）使用できます
◆持ち運びが可能です

検査手順

①薬包紙に塗り付け（直径2㎝の円を5周くらい）
塗った側を内側にして半分に折り、被検者に渡します

②被検者は薬包紙を3～5回すり合わせます

③被検者は選択肢カードを見ながら薬包紙を
鼻に近づけて嗅ぎ、選択肢の中から

最も近いものを選びます

④検査者は回答用紙に被検者の回答を記録します
（これを１２種類繰り返します）

採点：各におい毎に、正解に対しては1点、
誤答・分からない・無臭については0点を付与し

合算した値を求めます

①薬包紙に塗り付け（直径２㎝の円を５周くらい）
塗った側を内側にして半分に折り、被検者に渡します

②被検者は薬包紙を３～５回すり合わせます

③被検者は選択肢カードを見ながら薬包紙を
鼻に近づけて嗅ぎ、選択肢の中から
最も近いものを選びます

④検査者は回答用紙に被検者の回答を記録します
（これを１２種類繰り返します）

採点：各におい毎に、正解に対しては１点、
誤答・分からない・無臭については０点を付与し
合算した値を求めます

✔検査の３０～６０分前には冷蔵庫から取り出してください
✔においの提示順は取扱説明書に従って行ってください
✔食事・喫煙は３０分前までに済ませてください

＜検査風景＞ ＜検査手順＞

手順①

手順②

手順③

手順④



製品概要および根拠

（斉藤他、2008年日本味と匂学会発表データより）

（出典：斉藤他（2002年）臭気の研究，33-1の図-2を一部改変）

日本ではにおいの検査法として「T&Tオルファクトメーター」が

あるが、においの拡散、においの種類の少なさ、検査方法など
課題がある。
一方、諸外国では米国のUPSITで代表されるような簡便な検査

法がよく用いられているが、日本人に馴染みのないにおいも含
まれており日本では普及していない。
そこで、様々なにおいの検査に加えて、98項目のにおいの記

述語を分類しクラスター解析して得られたにおいの類型からに
おいの質および強度、正答率、マイクロカプセル化が可能なに
おいをバランスよく選定し、日本人に馴染みのあるにおいで構
成された「においスティック（OSIT-J）」が誕生した。

開発の経緯

上の図に検査当日体調が悪くなかった20代から80代の被検者
448人について、世代毎の平均正答数を示します。

各年代の被検者の人数は表に示しますが、80代については人
数が少ないので結果の解釈には注意が必要です。

上の図に検査当日体調が悪くなかった20代から80代の被検者448人について、世代毎の平均正答数を示します。
各年代の被検者の人数は表に示しますが、80代については人数が少ないので結果の解釈には注意が必要です。

＜最新の報告＞
・斉藤幸子：嗅覚能力と年齢の関係、及びOSIT-Jの基準値の検討
・三輪高喜：嗅覚検査の種類と特徴
・飯島 睦：パーキンソン病および神経変性疾患の嗅覚機能障害

（J.Japan Association on Odor Environment Vol.49 No.6 2018）

（文献：綾部他（2005年）AROMA RESEARCH No,24 一部改変）

年代毎の正答数 （斉藤他、2008年日本味と匂学会発表データより）

上の図に検査当日体調が悪くなかった20代から80代の被検者
448人について、世代毎の平均正答数を示します。

各年代の被検者の人数は表に示しますが、80代については人数
が少ないので結果の解釈には注意が必要です。

本製品は冷蔵保存で18ヶ月有効です。
本製品を加速試験（温度40℃・湿度75％）を3ヶ月施した加速群と冷蔵保存した製造後2ヶ月以内
の統制群に分け、同定率・感覚強度・質について評価を行いました。
においの種類による若干の傾向の違いがみられたものの、いずれも有意差はなく、経時変化や
品質の劣化は見られませんでした。
以上より、本製品は冷蔵で18ヶ月間経過時まで問題ないと判断しました。

文献：においスティック（OSIT-J）の経年変化に対する耐候性に関する検討

有効期限



嗅覚検査キットの比較
T&Tオルファクトメーター においスティック（OSIT-J）

〇（基準嗅力検査として４５０点／回） 保険適用 ×

５種類 嗅素の数 １２種類＋無臭

８段階 濃度段階 なし

検知：においを感じる
認知：どんなにおいか分かる

検査 同定：においの特定ができる
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